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物流改善に向けた取組の論点整理（全体最適と部分最適）  

事項 内容 社会全体での効果

物流管理システムの整備 〇 産地での集荷・発送、中継拠点での受渡し、小売店等への到着等

の発着情報を関係者が共有するとともに、拠点ごとに荷の調整、配車、

検品を最適化できる情報システムを完備。

〇 荷物が、今、どこに所在するのか、いつ到着するの

か等の情報を共有。受渡し準備、検品等を効率化。

〇 共同輸送により積載率を向上。

パレット利用の徹底

パレット管理システムの整備

〇 標準型のプラスチックパレットの利用が全国で生産から小売までのサ

プライチェーンを通して普及（一貫パレチゼーション）。

〇 流通するパレットが各所で適正に管理（管理システム・ルール）。

〇 様々な規格のパレットの混在による非効率性を解消。

〇 パレットの散逸リスクが解消され、一層パレット利用

が拡大。

中継物流拠点の整備

・ 温度管理の徹底

・ トラック予約システムの整備

・ パレット化等機器を整備

〇 ドライバーが適正な運送距離で輸送できる範囲内に中継物流拠点と

拠点間の転送便を整備。

・ 保冷庫等の温度管理機能を整備。予冷等を実施。

・ トラック予約システムを整備。トラックの長蛇の列を未然防止。

・ パレット化を効率的に行うためパレタイザー等を整備。移替え等を円滑

に実施。

〇 日帰りの運送業務によりドライバーの人材確保を

後押し。

・ 所要日数が１日伸びたとしても鮮度を維持。

・ 待機時間の縮減により周辺道路の渋滞も回避。

・ 機器による荷揚げ・荷卸しによりドライバーの荷役を回

避。

【全体最適の世界・理想的な物流像】（例示）

B中継物流拠点／C小売店
サプライチェーン全体でなく、個社単
位の取組であっても、RFID情報の
読込みにより検品時間を短縮

A集荷場
積載率が低下するが、パレット利用により
荷積み時間の縮減、荷役の減少

L運送会社
ドライバーの収入は減るが、日帰り
や休息時間確保の観点から、鉄道
や船舶を利用

【部分最適の世界・現実の物流像】（例示）

「理想」と「現実」には大きな乖離があるが、理想の姿を見失うことなく、当面、個別のベストプラクティスを積み上げることが重要。

I集荷場／J集荷場
I集荷場からの輸送コストがかかるが、J集
荷場に集約し、共同輸送により積載率向
上、地域輸送と幹線輸送を分離

D運送会社／F中継物流拠点
中継料は必要になるが、日帰り輸
送により運送業務を効率化

K集荷場
コールドチェーンが確保されていない
出荷先もあるが、予冷施設を整備

G集荷場／H卸売会社
産地から卸売会社の間だけでも、
パレット化して荷積み・荷降ろしを
効率化

【資料１－２】
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